
県内病院就職ガイダンス

医療法人社団 アルペン会

アルペンリハビリテーション病院



当院の位置

A L P E N V I L L A G E



回復期リハビリテーション病棟とは？

総合病院
（急性期病棟：救命/手術）

アルペンリハビリテーション病院
（回復期リハ病棟：リハビリ）

自宅
（かかりつけ医・デイサービスなど）

施設入所
（特養・老健など）

脳卒中
骨折など



生きる意欲を引き出さなければ！

機能の回復だけでは意味がないということ

生きる力を引き出し、つなげる＝心身ともに自立支援



チームでひとつになる回復期リハ病棟！

看護師

薬剤師

放射線技師

医療
ソーシャル
ワーカー

管理栄養士

調理師

言語聴覚士

医 師

サポート
スタッフ

作業療法士

理学療法士

ケアワーカー 【看護・介護部】

Ns：28名

CW：15名

【ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部】

PT：28名

OT：17名

ST：5名

※全室個室60床



１ 健康管理

２ 身体的ケア

３ 心理的支援

４ 教育的支援

５ 調整機能

リハビリテーション病棟における看護師の役割



一日のはじまりは“830ミーティング”

夜勤者との引継ぎは電子カルテを

囲んで多職種による申し送り



『できるADL』『しているADL』のギャップを埋める

積極的に歩行介助し、歩行の耐久性を図ります。

さあ昼食！

食堂へ

いこう！



『ヤギを見に行く』のも歩く動機の一つ



病棟での健側強化の取り組み

限られた入院期間の中で、リハビリ職に頼りきりにならず

病棟でもできることを…

相乗効果を

狙って

集団起立訓練



自宅でスムーズに入浴するために･･･

機械浴はなく、家庭と同じ浴槽に入ります。

一人ひとりの『生活支援』

『退院支援』 着替えも整髪も

できることは自分で



『できることはやってもらう』食事介助

利き手交換で大変な方も･･･

『やってあげる』のではなく、在宅生活をふまえ

『できることはやって』もらえるように。



『口から食べること』をめざして･･･

経管栄養は毎回チューブ挿入抑制なし！

終了後はチューブがなく、

経口訓練も違和感なく実施できます。

安全な経口摂取をめざして

摂食機能訓練に力を入れています。



卒業証書授与!!

退院は感動いっぱい、涙いっぱいの“卒業式”



退院後も継続サポートできる！

同法人のクリニック、デイサービス、特養など様々なサービスで

在宅生活を支援できる体制があります。



変わりゆくライフステージに対応

①結婚・出産

家庭環境に合わせた勤務形態

②育児との両立

保育園・学童施設に預けて出勤

③介護との両立

ケアハウスへの入居

デイサービス・特養の利用

㊿ 介護
20～60代

㊵ 育児
20～50代

㉚ 出産
20～40代

㉚ 結婚
20～30代

⑳ 就職
20代前半

子育て･介護中の看護師が働きやすいアルペングループ

大勢の職員が

法人サービスを

利用しています



アルペンでお待ちしています！！



アルペン会総合ページ

http://www.alpen-toyama.jp/


